
平成30年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主：新産業を牽引する人材育成 副：地域への貢献）

Society5.0世代のモビリティシステムを支える多峰型スマートエンジニア育成プログラム

【取組の目的・内容】
来るべきSociety5.0の構築に貢献するために、確固たる専門分野の修得だけでなく、分野横断的な技術者意識の醸成とスキル修得を実現し、
異なる分野の連携・融合を考えることができる「多峰型スマートエンジニア」の育成を目指す。本申請では、一関高専の特徴である次世代モ
ビリティに関する教育実績を生かし、これに関連する分野での複合的テーマを設定し、低学年（主に3・4年生）を対象としたミニラボ形式の
アクティブ・ラーニングプログラムを開発する。参加学生は、各ラボでの分野横断型コースワークを通し複合的視野・スキルを身に着ける。

【成果指標】
○複合型AL教育教材の開発数：

０件（H28～H29）→3件（H30）
○本事業育成プログラムに関わる修了者数：

0人 (H28～H29)  → 40人（H30）

【第４期中期目標期間への展開（見込み）】
○第4期中期計画期間以降の3・4年生のカリキュラム（改組後）中のセミナー等に展開
○農商工連携、医工連携などの新たな「異工連携」での複合型ＡＬ教材開発に着手
○複合型AL教材の他高専への展開
○学科改組に続く専攻科改組(H34～)内容の検討開始
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【工程表】

一関工業高等専門学校

外部評価委員会(一関高専教育研究振興会等)

学内の実施体制

学外の協力機関・組織

学内実行委員会

 岩手県（ものづくり自動車産業振興室等）
 一関市
 自動車関連企業＋(株)モディー ほか地元企業（教材開発への協力）
 岩手大学 など

①複合型AL教材開発

教務委員会
（専攻科改組検討・
新学科カリキュラム）

②AL/PBLの実施

高学年での発展的効果
Society5.0関連研究テーマ拡充
学校全体の研究力向上

次世代モビリティシステム分野における複合型ＡＬ教材で学ぶトピックス例

確固たる専門分野

分野横断型の幅広い知識・スキル

多峰型スマート技術者育成

バッテリー化学

自動車間通信・セキュリティ

再生可能エネルギー
バイオマス燃料・新素材

自動車運転時の生体反応

生産管理・開発プロセス

機械要素・機構設計

センシング・ＡＩ分析

潤滑 故障推定

IoT/ICT

エネルギー変換・充放電制御

次世代モビリティシステム

(岩手山)

特徴的
知識・スキル

学年をまたいだ学生グループ（３
～5人）と複数の指導教員および
研究室学生からなるミニラボを組
織し、ミニ研究等のAL活動を行う

複数教員（分野横断型）によるテーマ設定の例

自動車分野専門教員（車両特性）
人間工学専門教員（認知・判断）
情報工学専門教員（センシング・情報処理）

• 3年生
• 4年生
• メンター(5年
生・専攻科生)自動車運転時の

生体反応評価
協働

Mini Lab.

次世代モビリティシステム



現代GP（H19～H21）
1. 産学COOP教育による即戦力型技術者教育（実践創造技術）
2. 完結型実験実習教育の導入（組込技術教育＋3D-CAD/CAE/CAM教育）
3. ステップアップ型インターンシップの導入

補足：一関高専の最近１０年間の取り組み（全学的な人材育成関連）

大学等における地域復興のためのセンター的機能整備事業
｢震災復興高専プロジェクト｣（H23～H27）（主：仙台高専）
1. 三陸沿岸の豊かな地域資源再生プロジェクト（一関）
2. 八戸・三陸地域における東日本大震災からの防災教育に関する人材育成（八戸・一関）

H29 未来創造工学科へ改組（１学科４系７分野）

地域イノベーション戦略支援プログラム
｢いわて環境と人にやさしい次世代モビリティ開発拠点｣（H24～H28）
地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施
1. 設計・材料分析部門 人材育成講座
2. EV部門 EVマイスタースクール人材育成講座（社会人、学生）

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）
「ふるさといわて創造プロジェクト」（H27～H31）（主：岩手大学）
一関高専COC+事業・・・学生の地域理解・地域定着促進

厚生労働省 平成30年度「地域創生人材育成事業」（H30～H32）（岩手県より委託）
1. いわてEVアカデミー（社会人、学生）
2. 次世代トランスポーテーションR＆Dアカデミー（社会人）

高専機構 情報セキュリティ人材育成事業（H28～H30）：第１ブロック主管校

H30 高専4.0イニシアティブ（本申請）：

「Society5.0世代のモビリティシステムを支える
多峰型スマートエンジニア育成プログラム」

第4期中期計画期間の一関高専の取組み内容設定

 特徴ある学生教育・人材育成の実現
- MCCの実践
- 複合型ALによる高専STEM教育の充実

 研究力の強化
 専攻科改組の内容検討 など

次世代モビリティシステム分野での
多峰型エンジニアの育成

他分野へ展開
 農商工連携
 医工連携
 ICT/IoT/ロボティクス
 情報セキュリティ
 AI/機械学習
 バイオ・アグリ・ケミカル
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 3,4年生のセミナー科目への展開
 4,5年生の系をまたぐ「分野展開科目」

へのフィードバック

新カリキュラムへの展開
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連携

機械・知能電気・電子情報・ソフトウェア 化学・バイオ

環境・エネルギー

知能・システム

加工・マテリアル

インフォマティクス
エレクトロニクス

化学プロセス

生物機能
7分野

4系


